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　健康・スポーツ科学関連科目は、これまでと同様に講義、実技、実習からなる科目を開講した。そ
れぞれの開講日時、担当者、受講者数は巻末の基礎資料「担当授業の内訳と受講者数」に掲載した。
　2013年度より長期実習（教育実習、福祉の現場実習など）のための欠席に対する対応を従来の
「担当者一任」から、以下のように本センターからの依頼という形式で授業担当教員に要請した。
　・講義、実習の場合　：補習もしくはレポート
　・実技の場合　　　　：専任が不足分の授業を行う
　2015年度より、本センター独自の形式で実施していた授業改善のための「学生による授業評価ア
ンケート」を教育学習支援センターの様式に変更した。これにより他の共通教育科目と合わせた解析
が可能となり、より全学的な改善への取り組みの準備ができた。また、2014年度は従来の本センタ
ーのアンケート項目に「学習時間の調査」を追加して実施した。
　2015年度より、本センターのホームページで公開していた定期試験の問題を本学情報教育センタ
ーのKUESTの機能を活用することとした（希望者）。
１．教 育 活 動（担当授業）
１．健康・スポーツ科学関連科目
　2013年度はこれまで通りの科目数で実施したが、2014年度より「スポーツ医科学概論」を「基礎ス
ポーツ医科学」と「応用スポーツ医科学」に分割して実施した。これにより豊富な内容を理解できるよ
うになる教育的効果が得られると思われる。結果として、2014年度、2015年度は、スポーツ科学概
論、基礎スポーツ医科学、応用スポーツ医科学、健康教育概論、食と健康、いのちの対話（以上、御井
学舎開講）、健康・スポーツ科学概論（旭町開講）を担当した。
１）講義科目
　実技科目はこれまで同様、スポーツ実技（スポーツⅠ、Ⅱ、Ⅲ）、スポーツレクリエーション、障
害者スポーツⅠ、Ⅱを担当した。実技種目毎の適正人数のため、スポーツ実技は授業開始時に専任教
員が補助について人数調整を実施してきたが、2014年度より担当教員が対応することとした。
２）実技科目
　実習科目はこれまで同様、「スポーツ科学実習」と「健康科学実習」を担当した。トレーニングル
ーム使用資格取得対象の「スポーツ科学実習」は従来通り、専任教員の授業のみとした。
３）実習科目
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　2013年度、2014年度の資格関連教育は、日本体育協会公認のアスレティックトレーナー（AT）
およびスポーツプログラマー、日本障がい者スポーツ協会公認の障がい者スポーツ指導員（中級）関
連の授業を担当した。2015年度は、スポーツ関連資格の社会的ニーズを検討して、スポーツプログ
ラマーの教育を中止し、新たに日本トレーニング指導者協会認定のトレーニング指導者関連の教育へ
移行した。但し、スポーツプログラマーの教育は2014年度以前入学の学生の要望には対応する。結
果的に、2015年度の資格教育は、AT、トレーニング指導者および障がい者スポーツ指導員（中級）
を担当した。
　2013年度のATの学科試験の受験者は４名で、うち１名が合格して実技試験へ進み、実技試験も合
格して資格を取得した。2014年度は、学科試験を２名が受験し、うち１名が合格した。その１名と
すでに学科試験を合格していた１名、計２名が実技試験に合格し、資格を取得した。2015年度は学
科試験を受験した２名が合格し、実技試験を受ける予定である。
　障害者スポーツ指導員（中級）の資格は2013年度に１名が取得した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責：右田孝志）
２．経済学部文化経済学科（健康・スポーツ科学ユニット）
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